
都
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

都
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

都
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

ま
ぼ
ろ
し
の
湧
水
め
ぐ
り

　

ま
ぼ
ろ
し
の
湧
水
め
ぐ
り

（
さ
い
か
ち
窪
・
黒
目
川
上
流
域
）

　
（
さ
い
か
ち
窪
・
黒
目
川
上
流
域
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ま
ぼ
ろ
し
の
湧
水
め
ぐ
り

（
さ
い
か
ち
窪
・
黒
目
川
上
流
域
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

無
料
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す

　
無
料
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す

市
民
大
学
中
期
コ
ー
ス

無
料
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す

〜
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
対
象
〜

〜
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
対
象
〜

〜
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
対
象
〜

期
間（

　

期
間（
1111
月月
1212
日
〜
日
〜
２５２５
日
）関
連
事
業

日
）関
連
事
業

「
心
に
響
か
せ
る
Ｄ
Ｖ
根
絶
パ
ネ
ル
」展

「
心
に
響
か
せ
る
Ｄ
Ｖ
根
絶
パ
ネ
ル
」展

見
え
て
い
な
い
現
実
が
、
す
ぐ
そ
こ
に

見
え
て
い
な
い
現
実
が
、
す
ぐ
そ
こ
に

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間（
11
月
12
日
〜
２５
日
）関
連
事
業

「
心
に
響
か
せ
る
Ｄ
Ｖ
根
絶
パ
ネ
ル
」展

見
え
て
い
な
い
現
実
が
、
す
ぐ
そ
こ
に

道路上に張り出している
樹木などの適切な管理を
お願いします

第
2
回
活
き
活
き
高
齢
者
作
品
展

展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す

▲みどり東京・温暖
化防止プロジェクト
のロゴマーク

▲東久留米市市民環
境会議のロゴマーク

エ
ム
ツ
ー

わ
く
す
こ
や
か
体
操
」
を
実
施
す

る
グ
ル
ー
プ
に
は
、
こ
の
体
操
を

早
く
覚
え
ら
れ
る
よ
う
複
数
回
リ

ハ
ビ
リ
専
門
職
を
派
遣
し
ま
す
。

【
対
象
】市
内
で
活
動
し
て
い
る

概
ね
65
歳
以
上
の
方
で
構
成
し
て

い
る
団
体
（
自
主
グ
ル
ー
プ
や
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
、自
治
会
な
ど
）

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
体
操
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
団
体
に
リ
ハ
ビ
リ

専
門
職
（
体
の
専
門
家
で
あ
る
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語

聴
覚
士
）
を
派
遣
し
、
普
段
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
体
操
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
市
の
ご
当
地
体
操
「
わ
く

【
費
用
】無
料

【
そ
の
他
】派
遣
は
各
団
体
に
つ

き
年
度
内
1
回
限
り

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
、
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
に
、
地
域
を
担
当
す
る
各

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

◎
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
担
当
地
域
＝
上
の
原
・
金
山

町
・
神
宝
町
・
氷
川
台
・
大
門
町
・

小
山
・
東
本
町
・
新
川
町
・
浅
間

町
）
☎
4
7
3
・
9
9
9
6
（
同

セ
ン
タ
ー
本
部
☎
4
2
8
・
7
7

会

員

募

集

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
ひ
ま
わ
り
ク
ラ

ブ
）　

月
2
回
。
水
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー

で
。
入
会
金
1
0
0
0
円
、
会
費

月
2
0
0
0
円
。
プ
ロ
の
作
曲
家

の
先
生
が
歌
の
基
礎
か
ら
親
切
丁

寧
に
指
導
。初
心
者
歓
迎
。見
学
可
。

詳
し
く
は
荒
川
☎
4
7
7
・
4
3

1
8
へ
。

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
東
久
留
米

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）　

毎
週
火
曜
日

午
後
1
時
〜
3
時
、
南
町
運
動
広

場
で
。
入
会
金
1
0
0
0
円
、
会

費
年
7
0
0
0
円
。
年
齢
・
性
別
・

経
験
不
問
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
明

る
く
楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
で
。

詳
し
く
は
前
原
☎
4
7
2
・
6
4

8
8
へ
。

◆
軟
式
野
球（
少
年
野
球
ド
リ
ー

ム
セ
ブ
ン
）　

毎
週
土
曜
・
日
曜

日
午
前
8
時
〜
正
午
、
第
七
小
学

校
で
。
入
会
金
1
0
0
0
円
、
会

費
月
2
0
0
0
円
。
心
機
一
転
再

始
動
。
新
し
い
チ
ー
ム
作
り
を
親

子
一
緒
に
始
め
ま
せ
ん
か
。
詳
し

く
は
前
原
☎
4
7
2・6
4
8
8
へ
。

◆
歌
謡
サ
ー
ク
ル
（
春
江
会
）

　

月
2
回
。
火
曜
日
午
後
1
時
〜

4
時
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
2
0
0
0
円
。大
い
に
歌
っ

て
笑
っ
て
さ
ら
に
健
康
。
人
生
こ

れ
か
ら
。
お
待
ち
し
て
ま
す
。
詳

し
く
は
篠
崎
☎
0
9
0
・
1
0
4

2
・
5
7
4
4
へ
。

◆
合
気
武
術
・
居
合
術
・
棒
術

（
練れ
ん
し
ん
ぶ
ゆ
う
か
い

心
武
勇
会
）　

毎
週
日
曜
日

午
前
11
時
半
〜
午
後
1
時
50
分
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金

3
0
0
0
円
、
会
費
月
3
0
0
0

円
。
小
学
生
か
ら
年
配
者
ま
で
誰

で
も
で
き
ま
す
。
稽け
い
こ古
は
密
に
な

ら
な
い
よ
う
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
細
谷
☎
4
2
1
・
4
0
7
5
へ
。

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
滝
山
ふ
る
さ
と

会
）　

月
3
回
。
水
曜
日
午
後
1

時
〜
4
時
、八
幡
町
地
区
セ
ン
タ
ー

で
。
会
費
月
2
0
0
0
円
。
歌
好

き
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
カ
ラ
オ
ケ

で
楽
し
く
歌
い
ま
せ
ん
か
。
詳
し

く
は
西
山
☎
4
7
7・1
7
3
3
へ
。

◆
大
正
琴
（
和
な
ご
み
会
）　

月
2
回
。

月
曜
・
木
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
4
時
、
八
幡
町
地
区
セ
ン
タ
ー

他
で
。
入
会
金
1
5
0
0
円
、
会

費
月
3
5
0
0
円
他
。
数
字
譜
で

ど
な
た
も
簡
単
に
弾
け
ま
す
。
初

心
者
歓
迎
。
無
料
講
習
・
見
学
可
。

詳
し
く
は
渡
辺
☎
4
7
5
・
6
4

7
5
へ
。

◆
俳
句
「
蕾
つ
ぼ
み
の
会
」　

第
2
金

曜
日
午
後
1
時
〜
4
時
、
西
部
地

域
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
1
回
1

0
0
円
。
初
心
者
向
け
の
俳
句
会

で
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

見
学
可
。
詳
し
く
は
上
野
☎
0
8

0
・
2
1
0
7
・
8
5
0
5
へ
。

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
ふ
る
さ
と
会
ウ

イ
ン
グ
）　

毎
週
木
曜
日
午
後
0

時
40
分
〜
3
時
40
分
他
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、東
部
地
域
セ
ン
タ
ー

で
。
入
会
金
1
0
0
0
円
、
会
費

月
2
0
0
0
円
。
大
い
に
笑
い
楽

し
い
仲
間
と
お
好
き
な
歌
を
歌
い

ま
し
ょ
う
。
特
に
男
性
募
集
。
詳

し
く
は
山
下
☎
4
7
4
・
2
4
0

6
へ
。

◆
書
道
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
書

画
交
流
会
）　

月
2
回
。
日
曜
・

月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
に
各
コ
ー

ス
あ
り
。
日
曜
日
は
子
ど
も
コ
ー

ス
。
午
前
9
時
半
〜
正
午
他
、
浅

間
町
地
区
セ
ン
タ
ー
、
南
町
都
営

住
宅
集
会
所
で
。
会
費
月
2
0
0

0
円
。
募
集
10
人
。
初
心
者
・
高

齢
者
歓
迎
。
師
範
資
格
取
得
も
可
。

見
学
体
験
可
。
詳
し
く
は
福
田
☎

0
9
0
・
9
3
9
6
・
6
9
6
4
へ
。

◆
健
康
麻
雀
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健

康
遊
技
た
ん
ぽ
ぽ
）　

毎
週
金
曜

日
午
前
10
時
〜
午
後
6
時
他
、
柳

泉
園
グ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
で
。
参
加

費
1
回
5
0
0
円
。
手
と
頭
を
使

う
健
康
麻
雀
。
経
験
者
は
も
ち
ろ

ん
、
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
詳
し

く
は
増
田
☎
0
8
0
・
4
6
7
0
・

1
1
1
0
へ
。

◆
料
理
（
男
の
食
卓
）　

第
1・

第
3
水
曜
日
午
前
9
時
〜
午
後
1

時
半
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
年
3
0
0
0
円
（
調
味
料
・

雑
費
）、
参
加
費
1
回
7
0
0
円
他
。

60
歳
以
上
の
男
女
を
募
集
。
献
立
、

料
理
、
会
食
ま
で
自
主
運
営
。
コ

ロ
ナ
対
策
実
施
中
。
詳
し
く
は
伊

藤
☎
4
7
6
・
7
9
9
7
へ
。

◆
テ
ニ
ス
（
Ｏ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
）

　

毎
週
月
曜
・
水
曜
日
午
後
1
時

〜
5
時
他
、
市
営
コ
ー
ト
で
。
会

費
月
1
0
0
0
円
他
。
男
女
問
わ

ず
。
年
齢
制
限
な
し
。
自
由
参
加
。

詳
し
く
は
奥
山
☎
0
8
0
・
1
0

2
2
・
9
9
0
2
へ
。

◆
社
交
ダ
ン
ス（
小
百
合
の
会
）

　

月
4
回
。
月
曜
日
午
後
1
時
〜

5
時
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
1
0
0
0
円
、
会
費
月
2

0
0
0
円
。
多
少
踊
れ
る
方
を
募

集
。
詳
し
く
は
川
瀨
☎
4
7
8
・

3
5
5
1
へ
。

◆
Ｍ2
ス
ポ
ー
ツ
新
体
操　

毎
週

金
曜
日
午
後
3
時
半
〜
7
時
他
、

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
他
で
。
入

会
金
1
0
0
0
円
、
会
費
月
4
5

0
0
円
。
学
年
別
で
楽
し
い
曲
に

合
わ
せ
演
技
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
試

合
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
黒
澤
☎
0
9
0
・
1
2
0
0
・

6
5
9
9
へ
。

◆
阿
波
踊
り
（
東
久
留
米
く
る

め
連
）　

月
1
回
。
火
曜
日
午
後

7
時
半
〜
9
時
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
1
0
0
0
円
、

会
費
は
中
学
生
以
下
が
月
4
0
0

円
、
高
校
生
以
上
が
月
7
0
0
円
。

踊
り
、
鳴
り
物
に
興
味
の
あ
る
方
。

見
学
自
由
で
す
。
詳
し
く
は
根
岸

☎
0
8
0
・
3
9
1
8
・
3
4
4

7
へ
。

◆
少
年
サ
ッ
カ
ー
（
東
久
留
米

キ
ッ
カ
ー
ズ
）　

毎
週
土
曜
・
日

曜
日
。
時
間
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
第
三
小
学
校
、
西
部
グ

ラ
ン
ド
他
で
。
幼
児
〜
小
学
6
年

生
が
対
象
で
す
。
入
会
金
と
会
費

は
学
年
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
高
橋
☎
0
8
0
・
1
1

5
4
・
3
1
5
6
へ
。

◆
く
る
め
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル　

月

4
回
。
水
曜
日
午
前
11
時
20
分
〜

正
午
他
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
他

で
。
入
会
金
1
0
0
0
円
、
会
費

月
3
5
0
0
円
。
免
疫
力
を
高
め

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳

し
く
は
齊
藤
☎
0
8
0
・
5
0
4

8
・
2
2
7
7
へ
。

◆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ

Ｏ
Ｐ
他
（
ウ
ェ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
・

ジ
ュ
ニ
ア
）　

月
3
回
。
金
曜
日

午
後
6
時
〜
7
時
半
が
幼
稚
園
年

長
〜
小
学
生
、
午
後
7
時
半
〜
9

時
が
中
学
・
高
校
生
。
南
部
地
域

セ
ン
タ
ー
他
で
。
入
会
金
1
0
0

0
円
、
会
費
月
4
5
0
0
円
。
初

心
者
で
も
大
丈
夫
で
す
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

無
料
体
験
あ
り
。
詳
し
く
は
滝
村

☎
4
7
2
・
2
6
7
2
へ
。

催

し

◆
テ
ー
マ「
四
季
の
い
ろ
ど
り
」

春
夏
秋
冬
写
真
展（
な
ご
み
の
会
）

11
月
16
日
（
月
）
〜
20
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
日

は
午
後
4
時
ま
で
）、
ス
ペ
ー
ス
1

0
5
（
市
役
所
向
か
い
）
で
。
入

場
料
無
料
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全

員
マ
ス
ク
着
用
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
清
水
☎
4
4
9
・
8
2

2
9
へ
。

◆
楽
し
い
ウ
ク
レ
レ
体
験
会（
ホ

ノ
ル
ル
ウ
ク
レ
レ
ワ
イ
キ
キ
ク
ラ

ブ
）

11
月
12
日
（
木
）
午
後
1

時
半
〜
3
時
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

集
会
学
習
室
3
で
。
参
加
費
5
0

0
円
。
ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

付
き
。
ウ
ク
レ
レ
持
参
（
無
く
て

も
可
）。
プ
ロ
講
師
指
導
。
詳
し
く

は
斎
藤
☎
0
9
0
・
6
5
1
2
・

4
9
2
9
へ
。

◆
新
規
英
語
学
習
会
説
明
会（
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
議

会
）

11
月
13
日
（
金
）
午
後
1

時
半
〜
3
時
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
。
参
加
費
2
0
0
円
。
12
月
ス

タ
ー
ト
の
6
つ
の
英
語
学
習
会
合

同
の
説
明
会
。
中
・
上
級
レ
ベ
ル

の
方
対
象
。
詳
し
く
は
大
谷
☎
0

8
0
・
2
1
9
0
・
8
7
6
0
へ
。

迷
っ
て
い
る
方
必
見
。
申
し
込
み

前
に
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

る
「
研
修
説
明
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
※
本
研
修
は
、
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
「
介
護
に
関
す
る
入
門

的
研
修
」
に
位
置
付
け
て
実
施
し

ま
す
。

◎
研
修
説
明
会

【
日
時
】12
月
15
日
（
火
）
午
後

1
時
〜
3
時

【
会
場
】市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
子
育
て
中
の
方
に
も
お
薦
め
。

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
講
師
陣
が
楽
し

く
講
義
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
介
護
と
関
わ
り
が
な

か
っ
た
方
、
介
護
に
つ
い
て
勉
強

し
た
い
・
働
き
た
い
方
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
7
日
間
の

研
修
を
修
了
す
る
こ
と
で
、
介
護

の
仕
事
に
必
要
な
基
本
的
な
知
識

や
技
術
が
習
得
で
き
ま
す
。
最
終

日
に
は
介
護
事
業
所
に
よ
る
「
お

し
ご
と
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

（
市
役
所
1
階
）

　
※
説
明
会
に
参
加
で
き
な
く
て

も
研
修
へ
申
し
込
み
可
能
で
す
。

【
定
員
】先
着
50
人

◎
研
修

【
日
時
】7
日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
。
3
年
1
月
13
日
・
20
日
・
27

日
、
2
月
3
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日
の
い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
3
時
半
（
日
程
に
よ
り

時
間
が
異
な
り
ま
す
）

【
会
場
】成
美
教
育
文
化
会
館
3

階
大
研
修
室

【
対
象
】市
内
で
介
護
の
仕
事
を

検
討
し
て
い
る
方
で
、
研
修
の
全

日
程
と
、
お
し
ご
と
相
談
会
に
参

加
で
き
る
方

【
定
員
】先
着
35
人

停
付
近
）
で
解
散

【
内
容
】ル
ー
ト
＝
西
部
地
域
セ

ン
タ
ー
〜
さ
い
か
ち
窪
〜
柳
窪
天

神
社
〜
し
ん
や
ま
親
水
広
場
（
全

コ
ー
ス
約
4
㌔
㍍
）

【
定
員
】先
着
15
人

【
費
用
】無
料

【
そ
の
他
】雨
天
中
止
（
小
雨

決
行
）

　
申
し
込
み
は
11
月
13
日
（
金
）

ま
で
に
（
必
着
）、
電
子
メ
ー
ル

（kankyoseisaku@
city.higashi

kurum
e.lg.jp

）、
フ
ァ
ク
ス
（
4

　
東
久
留
米
市
を
流
れ
る
黒
目
川

上
流
域
を
め
ぐ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
開
催
し
ま
す
。
東
久
留
米
の
自

然
を
満
喫
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
主
催
は
東
久
留
米
市
市
民
環
境

会
議
水
と
緑
グ
ル
ー
プ
、
協
力
は

市
環
境
政
策
課
。

【
日
時
】11
月
24
日
（
火
）
午
後
1

時【
場
所
】西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
前

に
集
合
。
午
後
4
時
頃
に
し
ん
や

ま
親
水
広
場
（
西
団
地
入
口
バ
ス

7
0
・
7
8
0
9
）、
ま
た
は
、
は

が
き
に
イ
ベ
ン
ト
名
、
参
加
者
全

員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
市
環
境
政
策

課
宛
て
に
送
信
ま
た
は
郵
送
を
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
4
7
0
・
7

7
5
3
へ
。

症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
を
受
講
し
ま

せ
ん
か
。
認
知
症
の
予
防
方
法
も

一
緒
に
学
び
ま
す
。

　
今
回
は
中
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
主
催
と
な
り
ま
す
。

【
日
時
】11
月
18
日
（
水
）
午
後

2
時
〜
3
時
半
（
1
時
半
か
ら
受

け
付
け
）

　
認
知
症
は
誰
で
も
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
病
気
で
す
。
た
と
え
認

知
症
に
な
っ
て
も
、
地
域
の
サ

ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
ご
家
族
を
温
か
い
目
で

見
守
る
「
応
援
者
」
と
し
て
認
知

【
場
所
】南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
講

習
室
1
・
2

【
内
容
】①
認
知
症
の
正
し
い
理

解
や
接
し
方
に
つ
い
て
②
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
で
き
る
こ
と
な
ど

　
※
受
講
修
了
者
に
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
と
な
る
「
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し
上
げ
ま

す
。

　
※
手
話
通
訳
あ
り
。

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
の
方

で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
た
こ
と
の
な
い
方

　民有地から公道などの道路上へ、
樹木の枝が張り出していたり、
草・生け垣などが出ていると、見
通しが悪くなります。また、高木
などの張り出しは夜間、街灯の明
かりが十分に行き届かなくなる場
合もあります。
　このような状態では車や歩行者
などの通行に支障を来すだけでな
く、これらを起因とした事故が発
生した場合には、樹木所有者が責
任を問われることがあります。
　所有者の方は枝の剪

せんてい

定など、適
切な管理をお願いします。
　詳しくは管理課道路河川施設担
当☎470・7767へ。

野
菜
レ
シ
ピ
」
は
東
久
留
米
市
四

課
栄
養
士
会
（
健
康
課
・
障
害
福

祉
課・学
務
課・子
育
て
支
援
課
）

が
「
朝
食
を
食
べ
る
人
が
増
え

る
」「
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
る

　
毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る

「
東
く
る
め
の
野
菜
レ
シ
ピ
」
の

第
13
弾
を
発
行
し
ま
す
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
第
12
弾
に
引
き
続
き

「
和
食
」
で
す
。「
東
く
る
め
の

人
が
増
え
る
」こ
と
を
目
標
に「
野

菜
を
手
軽
に
」
食
べ
ら
れ
る
レ
シ

ピ
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
公
立
保

育
園
や
小
・
中
学
校
で
の
人
気
レ

シ
ピ
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

※
こ
れ
ま
で
に
発
行
し
た
同
レ

シ
ピ
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
配
布
時
期
】11
月
16
日
（
月
）

【
日
時
】11
月
24
日
（
火
）
午
後

2
時
〜
4
時

【
会
場
】市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

（
市
役
所
1
階
）

　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
を
対
象

と
し
た
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
内
容
】面
接
対
策
（
座
学
）

【
定
員
】先
着
15
人
（
要
予
約
）

【
費
用
】無
料

【
対
象
】雇
用
保
険
受
給
資
格
者

申
し
込
み
は
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
受
付
セ
ン
タ
ー
☎
0
3
・
5

9
1
3
・
6
9
1
0
へ
。

　
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
鷹

職
業
相
談
窓
口
☎
0
4
2
2
・
4

7
・
8
6
1
7
へ
。

会
、
主
管
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
久
留

米
市
文
化
協
会

【
日
時
】全
4
回
。
11
月
25
日
、

12
月
2
日
・
9
日
・
16
日
の
い
ず

れ
も
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

【
場
所
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】英
語
を
使
え
る
感
覚
を

つ
か
む
、
初
級
〜
中
級
講
座
。
英

　
中
学
校
で
学
ぶ
英
語
で
多
く
の

日
常
会
話
が
で
き
ま
す
。
東
京
2

0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
、

外
国
の
方
へ
の
案
内
な
ど
、
と
っ

さ
に
英
語
が
使
え
る
よ
う
に
英
会

話
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
主
催
は
東
久
留
米
市
教
育
委
員

会
話
上
達
の
秘
訣
を
学
び
、
簡
単

な
英
語
を
使
っ
て
会
話
練
習

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

【
定
員
】16
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

【
講
師
】ウ
ラ
ウ
ラ
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
主
宰
で
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
通
訳
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
取
得

の
浦
崎
友
恵
氏

【
費
用
】無
料

【
持
ち
物
】筆
記
用
具
、
飲
み
物
、

マ
ス
ク

【
そ
の
他
】動
き
や
す
い
服
装
で
。

　
主
催
は
市
教
育
委
員
会
、
主
管

は
市
文
化
協
会
、
企
画
・
運
営
は

市
民
大
学
運
営
委
員
会
。

【
日
時
】11
月
18
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

【
会
場
】市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

（
市
役
所
1
階
）

【
テ
ー
マ
】「
大
須
賀
ひ
で
き

ハ
ー
ト
フ
ル
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
〜
黒
目
川
の
ほ
と
り
で

　
生
涯
学
習
事
業
の
一
環
と
し
て
、

毎
年
、
市
民
大
学
中
期
コ
ー
ス
を

開
講
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
「
学
び
を
通
し
て
暮
ら

し
と
文
化
を
高
め
よ
う
」
を
テ
ー

マ
に
14
回
の
講
座
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学

習
の
一
助
と
し
て
次
の
講
座
を
無

料
で
公
開
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

受
講
で
き
ま
す
。

〜
」【定

員
】先
着
20
人　

　
※
会
場
が
満
席
の
場
合
、
入
場

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。【講

師
】元
デ
ュ
ー
ク
・
エ
イ
セ
ス

ト
ッ
プ
テ
ナ
ー
の
大
須
賀
ひ
で
き

氏【
そ
の
他
】手
話
通
訳
、
磁
気

ル
ー
プ
（
補
聴
器
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
や
聴
覚
障
害
者
の
方
へ
の

支
援
機
器
）
あ
り

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
市
文
化
協
会
事
務
局

☎
4
7
7
・
4
7
0
0
へ
。

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
作
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
全
国
的
な

運
動
で
す
。

　
市
内
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、

東
久
留
米
市
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
推
進
委
員
会
に
ご
応
募

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非

い
た
だ
い
た
、
書
道
・
ポ
ス
タ
ー

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
中
学
生

の
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】11
月
4
日
（
水
）
〜
9

日
（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

（
土
曜
・
日
曜
日
も
展
示
）

【
場
所
】市
役
所
1
階
屋
内
ひ
ろ

ば
　
詳
し
く
は
福
祉
総
務
課
福
祉
政

策
係
☎
4
7
0
・
7
7
4
9
へ
。

都
市
計
画
課
（
市
役
所
5
階
）、

上
の
原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
滝
山
の

各
連
絡
所
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
、

都
庁
案
内
所
、
都
内
各
市
区
役

所
・
町
村
役
場
、
東
京
都
住
宅
供

給
公
社
都
営
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー
、

同
公
社
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
。

　
な
お
、
11
月
7
日
（
土
）・
8

日
（
日
）
の
い
ず
れ
も
午
前
9
時

半
〜
午
後
5
時
は
、
都
庁
第
一
本

庁
舎
1
階
東
京
観
光
情
報
セ
ン

【
募
集
の
種
類
・
対
象
】①
世
帯

向
け
（
一
般
募
集
住
宅
）
②
若
年

夫
婦
・
子
育
て
世
帯
向
け
（
定
期

使
用
住
宅
）
③
居
室
内
で
病
死
等

が
あ
っ
た
住
宅

　
※
①
〜
③
そ
れ
ぞ
れ
に
申
し
込

み
資
格
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
募
集
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
募
集
案
内
の
配
布
期
間
・
場

所
】土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
11
月

4
日
（
水
）
〜
12
日
（
木
）
に
、

タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

　
※
配
布
期
間
中
は
同
公
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://www.to-kous

ya.or.jp/

）
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
11
月
17
日
（
火
）

ま
で
に
（
必
着
）、
募
集
案
内
に

同
封
の
申
込
書
・
封
筒
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
を
。

　
詳
し
く
は
同
公
社
都
営
住
宅
募

集
セ
ン
タ
ー
☎
0
3
・
3
4
9

8・8
8
9
4
、
11
月
4
日
（
水
）

〜
17
日
（
火
）
は
☎
0
5
7
0
・

0
1
0
・
8
1
0
（
土
曜
・
日
曜

日
を
除
く
）
へ
。

【
費
用
】無
料

【
そ
の
他
】1
歳
以
上
の
未
就
学

児
の
保
育
を
利
用
し
た
い
方
は
、

申
し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

先
着
5
人
で
す

　
申
し
込
み
は
、11
月
2
日（
月
）

か
ら
電
話・フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー

ル
で
公
益
社
団
法
人
長
寿
社
会
文

化
協
会（
業
務
委
託
先
）☎
0
3・

5
4
0
5
・
1
5
0
1
（
平
日
午

前
10
時
〜
午
後
5
時
受
け
付
け
）、

フ
ァ
ク
ス
（
0
3
・
5
4
0
5
・

1
5
0
2
）、
電
子
メ
ー
ル
（nyu

m
on@
wac.or.jp 

）

　
詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
地
域
ケ

ア
係
☎
4
7
0
・
7
7
7
7
（
内

線
2
5
0
1
〜
2
5
0
3
）
へ
。

8
8
）

◎
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
担
当
地
域
＝
本
町
・
幸
町
・
中

央
町
・
南
沢
・
学
園
町
・
ひ
ば
り

が
丘
団
地
・
南
町
・
前
沢
一
〜
三

丁
目
）
☎
4
7
0
・
8
1
8
6

（
同
セ
ン
タ
ー
本
部
☎
4
5
1
・

5
1
2
1
）

◎
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
担
当
地
域
＝
前
沢
四
・
五
丁

目
・
滝
山
・
野
火
止
・
八
幡
町
・

柳
窪
・
弥
生
・
下
里
）
☎
4
7
2
・

0
6
6
1

【
定
員
】先
着
20
人

【
費
用
】無
料

　
申
し
込
み
は
11
月
13
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

4
7
0
・
8
1
8
6
、
フ
ァ
ク
ス

（
4
7
0
・
8
1
8
8
）
ま
た
は

同
セ
ン
タ
ー
本
部
☎
4
5
1
・
5

1
2
1
、
フ
ァ
ク
ス
（
4
5
1
・

5
1
2
3
）
へ
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

満
1
歳
半
〜
未
就
学
児
の
保
育
あ

り
（
定
員
8
人
。
要
予
約
）

　

申
し
込
み
は
11
月
2
日
（
月
）

〜
13
日
（
金
）
に
電
話
（
平
日
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
受
け
付
け
）

ま
た
は
、
講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
保
育
の
有
無
（
有
り

の
場
合
は
、
お
子
さ
ん
の
氏
名
・

年
齢
）を
記
入
の
上
、フ
ァ
ク
ス
・

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル（off ice@

h-bunnka.or.jp

）
で
市
文
化

協
会
☎
4
7
7・4
7
0
0（
フ
ァ

ク
ス
同
）
宛
て
送
信
を
。

　

詳
し
く
は
同
協
会
へ
。

か
ら【配

布
場
所
】市
内
案
内
板
ラ
ッ

ク
・
障
害
福
祉
課
（
市
役
所
1
階
）、

学
務
課
（
同
6
階
）、健
康
課
（
わ

く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
）。
そ
の
他
、

順
次
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
庭
先

販
売
農
家
等
、
保
育
園
、
小
・
中

学
校
で
も
配
布
予
定

　
詳
し
く
は
健
康
課
保
健
サ
ー
ビ

ス
係
☎
4
7
7
・
0
0
2
2
へ
。

民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環

境
に
関
す
る
条
例
」

◎
野
外
焼
却
の
例
外

　
一
般
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
の
禁

止
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
例

外
事
項
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
例
外
事
項
の
場
合
で

あ
っ
て
も
、
周
辺
の
生
活
環
境
に

配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
▼
伝
統
的
行
事
、
風
俗
慣
習
的

行
事
の
た
め
の
焼
却
行
為
＝
「
お

焚
き
上
げ
」「
祭
り
」
な
ど

　
一
般
廃
棄
物
（
家
庭
ご
み
な

ど
）
を
法
令
な
ど
に
よ
り
認
め
ら

れ
た
焼
却
設
備
を
使
用
し
な
い
で

焼
却
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
ド
ラ
ム
缶
や
一

斗
缶
、
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
板
の
囲
い

で
の
焼
却
な
ど
。
ま
た
、
産
業
廃

棄
物
も
、
法
令
な
ど
で
処
理
方
法

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
野
外
焼
却

は
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
法
令
な
ど
＝
「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」「
都

　
▼
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
活

動
上
必
要
な
焼
却
行
為
＝
「
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
な
ど

　
▼
市
長
が
特
に
や
む
を
得
な
い

と
認
め
る
焼
却
行
為
＝
「
災
害
時

の
応
急
対
策
の
た
め
」「
樹
木
や

農
作
物
の
病
害
虫
の
防
除
な
ど
農

業
を
営
む
上
で
行
わ
ざ
る
を
得
な

い
も
の
」
な
ど

　
た
だ
し
、
例
外
事
項
に
該
当
す

る
場
合
で
も
、
周
辺
か
ら
の
通
報

や
苦
情
が
発
生
し
た
場
合
、
現
場

で
の
指
導
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

や
む
を
得
ず
焼
却
禁
止
の
例
外
行

為
を
行
う
場
合
は
、
次
の
事
項
を

順
守
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
枝
木
や
落
ち
葉
は
よ
く
乾
燥

さ
せ
る
▼
量
は
必
要
最
低
限
に
す

る
▼
時
間
は
極
力
短
く
す
る
▼
天

候
、
風
向
き
、
時
間
帯
を
考
慮
す

る◎
野
外
焼
却
し
な
い
た
め
に

　
周
辺
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
方
法
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
▼
自
宅
の
落
ち
葉
や
剪せ

ん
て
い定
枝
は

敷
地
が
あ
る
場
合
に
は
埋
め
戻
す

▼
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
小
出
し

に
出
す
（
剪
定
枝
は
電
話
予
約
に

よ
り
、
ご
み
対
策
課
で
回
収
し
ま

す
。
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
は

同
課
☎
4
7
3
・
2
1
1
7
へ
）

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
4
7

0
・
7
7
5
3
へ
。

会
学
習
室

【
対
象
】60
歳
以
上
の
市
民
の
方

【
募
集
作
品
・
規
格
等
】下
表
の

通
り
（
1
人
1
作
品
限
り
）

【
そ
の
他
】応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
展
示
位
置
は
主
催
者
が
指
定
し

ま
す
▼
電
源
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

　
申
し
込
み
は
11
月
30
日
（
月
）

ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は
が
き

に
「
高
齢
者
作
品
展
参
加
」
と
明

記
し
、
作
品
の
種
目
と
大
き
さ

（
縦
・
横
・
高
さ
を
メ
ー
ト
ル
法

で
記
入
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
日
頃
の

サ
ー
ク
ル
活
動
や
趣
味
活
動
で
創

作
し
た
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
主
催
は
生
き
が
い
健
康
の
会
。

【
展
示
期
間
】3
年
1
月
15
日

（
金
）
午
前
9
時
〜
18
日
（
月
）

正
午【作

品
の
搬
入
と
搬
出
】搬
入
が

1
月
14
日
（
木
）、
搬
出
が
18
日

（
月
）
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜
3

時【
展
示
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
2
階
第
1
・
第
2
・
第
4
集

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
2
0

3

－

0
0
1
2
、
浅
間
町
3
ノ
8

ノ
5
、
細
田
力
宛
て
郵
便
を
。

　
詳
し
く
は
同
会
事
務
局
・
細
田

☎
0
8
0
・
1
0
7
7
・
6
2
8

8
へ
。

　

日
常
の
何
気
な
い
風
景
写
真
と

短
い
言
葉
に
よ
る
12
の
ス
ト
ー

リ
ー
は
、
見
え
て
い
な
い
現
実
が

す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

／
Ｄ
Ｖ
）
は
特
別
な
人
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
誰
の
周
り
に
も
起

こ
り
う
る
身
近
な
問
題
で
す
。

　

実
情
を
知
る
こ
と
が
Ｄ
Ｖ
根
絶

へ
の
第
一
歩
で
す
。
3
日
限
定
の

パ
ネ
ル
展
に
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

【
日
時
】11
月
11
日
（
水
）
午
後

1
時
〜
9
時
、
12
日
（
木
）
午
前

9
時
〜
午
後
9
時
、
13
日
（
金
）

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

【
会
場
】市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

（
市
役
所
1
階
）

　
詳
し
く
は
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
☎
4
7
2
・
0
0
6
1
へ
。

　毎年11月に開催している年末
調整等説明会（東久留米市では
市役所で開催）は、新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大防止
の観点から、全国一律で中止と
なりました。なお、年末調整に
関する情報については、国税庁
ホームページの年末調整に関す
る映像資料や、税務署から送付
される年末調整関係書類をご活
用ください。
　また、年末調整等説明会時に
配布していた給与支払報告書等
についても、税務署での配布と
なります。
　詳しくは、東村山税務署☎042・
394・6811（内線312）、市民税に
関することは市課税課市民税係
☎470・7777（内線2333～2337）
へ。

東
く
る
め
の
野
菜
レ
シ
ピ

東
く
る
め
の
野
菜
レ
シ
ピ

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
1313
を
発
行
し
ま
す

を
発
行
し
ま
す

　
　
第
70
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
　
書
道
・
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

第２回活き活き高齢者作品展規格

種目 内容

手工芸

各種フラワー・籐工芸・木目込み人形
（いずれも５０cm以内×５０cm以内）、
和紙ちぎり絵（10 号以内）、和紙工芸、
手縫ネクタイ、革工芸、手編み、紙粘
土、押し花絵（１０号以内）、七宝焼き、
パッチワーク、和裁、洋裁など

陶芸 ４０cm以内×４０cm以内

彫刻 縦４０cm以内×横４０cm以内×高さ
７０cm以内

美術 油絵・水彩・デッサン・版画（いずれ
も１０号まで）、日本画、水墨画

写真 パネル（額付き全紙以内）

書道・ペン習字
半切・茶掛け（裏打ち以上）、掛軸（条
幅以内）、額（５０cm以内×９０cm以
内で釈文をつける）。すべて風鎮なし

短歌・俳句・俳画 色紙または短冊

その他 絵手紙、てん刻、カリグラフィーなど

52.　11　.　1 42.　11.　1
※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。


